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皆
さ
ま
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
公
式
訪
問
回
は
４
月
２
日
に
日
本
を
発
ち
、

当
初
の
目
的
を
果
た
し
た
の
ち
、
帰
国
い
た
し
ま

し
た
。

現
地
ポ
ー
ラ
ン
デ
は
、
雪
は
少
し
残

っ
て
い
た

も
の
の
、
ア
ン
ズ
が
た
く
さ
ん
の
書
を
膨
ら
ま
せ
、

い
ま
に
も
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
時
期
で
し
た
。

現
地
で
最
初
に
目
に
し
た
光
景
。
そ
れ
は
５
年
越

し
の
念
願
だ

っ
た
新
校
合
に
子
ど
も
た
ち
が
通
う

姿
で
す
。新
校
舎
の
３
学
年
、
本
校
舎
の
６
学
年
の

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
登
校
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

室
で
勉
学
に
い
そ
し
む
姿
を
見
る
と
、
「本
当
に
よ

か
っ
た
な
あ
」
と
思
い
ま
す
。

悲
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
１
年
生
の
担

任
で
あ
る
カ
リ
マ
先
生
が
私
た
ち
が
帰
る
前
日
に

急
死
さ
れ
た
の
で
す
。
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
母
親

の
よ
う
に
接
し
、
＝歯
ん
で
含
め
る
よ
う
に
教
え
て

い
た
カ
リ
マ
先
生
。

「子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
オ
マ
ー
ル

（私
の
現
地

名
）
た
ち
が
や
っ
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
の
で
す
よ
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら

話
し
か
け
て
く
れ
る
優
し
い
先
生
で
し
た
。
訪
問

時
に
は
必
ず
自
宅
で
の
食
事
に
招
い
て
く
だ
さ
り
、

山
の
よ
う
な
御
馳
走
を
振
る
舞

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
彼
女
の
家
の
窓
か
ら
見
え
た
満
開
の
ア
ン

ズ
の
花
の
美
し
さ
が
目
に
浮
か
び
ま
す
が
、
ポ
ー

ラ
ン
デ
の
人
々
と
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
今
年

は
悲
し
い
花
見
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
心
か
ら
カ

リ
マ
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
来
年
は
ア
フ
ガ

エ
ス
タ
ン
の
大
統
領

選
挙
の
年
。清
新
な
指
導
者
の
登
場
を
心
か
ら
願
い

な
が
ら
、今
年
の
活
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
と
は
９
月
、
最
後
の
総
会
で
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。皐
ハ
半
紙

たちが撮?た 写真が載った昨  会



第
１０
回
ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
公
式
訪
問

熊

４
月
３
日
〔水
）

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
（ト
ル
コ
）
経
由
で
、
首

都
カ
ブ
ー
ル
に
。空
港
で
安
井
さ
ん
と
ア
ク
バ
ル

（ヤ
シ
ン

先
生
の
弟
）
の
出
迎
え
を
受
け
る
。〈
７
回
の
メ
ン
バ
ー
は
私

と
会
計
の
森
、
記
録
の
高
橋
。
そ
れ
と
特
別
授
業
を
し
て
も

ら
う
元
理
科
教
師
の
中
道
さ
ん
、
ル
バ
ー
ブ
奏
者
の
佐
藤
さ

ん
の
計
５
名
。

４
日
〔木
）
は
買
い
物
。

５
日
〔豊
〕

交
流
会
用
の
ケ
ー
キ
や
果
物
、
通
学
ザ
ッ
ク
な

ど
を
積
み
込
み
、
２
台
の
車
で
バ
ン
シ
ー
ル
ヘ
向
か
う
。
２

時
間
半
後
、
峡
谷
内
に
。
あ
ち
こ
ち
に
派
手
な
色
彩
の
２
階
、

】牲脳文乱Ｘ靴崎脚策輔鋒野就性越成妬肥に陀でだ銅間。訪問回の滞在は、一

３
階
建
て
の
近

代
的
豪
邸
が
見

え
る
。
途
中
、
マ

ス
ー
ド
の
廟
で

献
花
す
る
が
、

墓
守
の
戦
士
た

ち
も
ず
い
ぶ
ん

と
老
け
た

（も

ち
ろ
ん
私
も
）
。

い
ま
も
薄
給
の

彼
ら
と
、
政
府

の
要
職
に
つ
き

豪
邸
を
建
て
る

人
と
の
乖
離
に

怒
り
が
わ
く
。

山
の
学
校
に
荷
を
降
ろ
し
、
故
サ
ー
ズ
デ
ィ
ン
の
家
に
。

夕
食
を
御
馳
走
に
な
り
な
が
ら
、
息
子
た
ち
と
父
親
の
話

に
。
タ
リ
バ
ー
ン
に
家
を
焼
か
れ
逃
れ
て
き
た
難
民
を
見

て
、
「胸
が
張
り
裂
け
そ
う
だ
」
と
懸
命
に
手
助
け
し
て
い
た

サ
ー
ズ
デ
ィ
ン
の
姿
が
懐
か
し
く
な
る
。

食
事
後
、
佐
藤
さ
ん
と
山
の
上
の
ド
ロ
ナ
集
落
の
サ
フ
ダ

ル
の
家
に
向
か
う
。
出
迎
え
て
く
れ
た
長
男
の
サ
タ
ー
ル
は

バ
ザ
ラ
ッ
ク
で
建
築
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
、
毎
朝
４
時
半

に
起
き
て
、
下
の
町
向
か
う
と
い
う
。

６
日
（土
）

朝
、
迎
え
に
来
た
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
校

に
向
か
う
。
川
沿
い
の
新
校
舎
に
３
学
年
が
入
っ
て
い
る
。

１
年
の
教
室
は
崖
側
で
、
窓
に
は
紙
の
覆
い
。落
石
で
ガ
ラ

ス
が
割
れ
た
よ
う
だ
。
陽
も
あ
た
ら
ず
寒
い
教
室
、
し
か
し
、

新
た
な

一
歩
だ
、
と
胸
が
あ
つ
く
な
る
。

６
つ
の
教
室
が
あ
る
本
校
合
で
、
先
生
と
再
会
。生
徒
に

持
参
し
た
日
本
製
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
る
。表
は
全
校

生
徒
の
記
念
撮
影
の
写
真
。
裏
に
は
故
サ
フ
ダ
ル
校
長
と

私
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
姿
を
見
つ
け
て
、
大
喜
び
。
フ
ァ

イ
ル
を
見
る
た
び
に
サ
フ
ダ
ル
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
。

下
の
村
の
バ
ザ
ラ
ッ
ク
か
ら
上
が
っ
て
き
た
女
性
メ
ン

バ
ー
た
ち
と
合
流
。
中
道
さ
ん
の
顕
微
鏡
を
使
っ
た
授
業
と

佐
藤
さ
ん
の
ル
バ
ー
ブ
演
奏
会
を
準
備
す
る
。
通
訳
は
安
井

さ
ん
が
し
て
く
れ
る
か
ら
万
全
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
プ
ロ
奏

者
の
演
奏
に
興
味
津
々

だ
。ケ
ー
キ
、
由恭
探

ジ
ュ
ー

ス
で
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
会
。
放
課
後
、
ホ
ラ

ム
先
生

の
家

で
昼
食
。

‐２
人
の
子
が
い
て
に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
。

７
日

〔日
）

１
年
生

へ

の
通
学
カ
バ
ン
配
り
、

全
学
年

へ
の
ノ
ー
ト
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
の
配
布
。

次
は
成
績
優
秀
者

（
４

～
９
年
）
へ
の
賞
品
贈

呈
。
〈
７
年
は
双
眼
鏡
、
時
計
、
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
を
用
意
。
そ

の
あ
と
、
９
年
生
の
ゼ
ケ
ル
ラ
ー
が
「来
年
も
来
て
く
れ
る

の
か
」
と
心
配
そ
う
に
話
し
か
け
て
き
た
。
「大
丈
夫
、
来
年

も
来
る
よ
」
と
答
え
る
。

昼
食
は
、
用
務
員
の
モ
ハ
マ
デ
ィ
ー
ン
の
家
。
ヤ
ギ
の
干

し
肉
が
出
た
。
美
味
だ

っ
た
。
校
長
の
話
で
は
彼
は
こ
の
春

で
学
校
を
解
雇
さ
れ
る
と
い
う
。
経
費
節
減
の
結
果
だ
が
、

１１
人
の
子
ど
も
が
お
り
、
生
活
が
ど
う
な
る
の
か
。
宿
直
者

が
１
名
に
な
っ
て
、
２
つ
の
校
舎
を
ど
う
警
備
す
る
の
か
。

同
行
メ
ン
バ
ー
と
協
議
、
彼
の
給
与
の
補
填
を
決
め
た
。

８
日

（月
〕

学
校
で
２
～
３
年
の
成
績
優
秀
者

へ
の
表
彰
と

１
年
生
の
名
簿
用
の
写
真
撮
影
。
そ
れ
か
ら
理
科
と
音
楽
の

特
別
授
業
。
そ
の
あ
と
、
学
校
の
卒
業
生
で
、
い
ま
高
校
生

の
５
人
の
女
の
子
が
学
校
に
来
て
く
れ
た
の
で
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
を
す
る
。
皆
、
弁
護
士
や
医
師
に
な
り
た
い
と
将
来

の
夢
を
語

っ
て
く
れ
た
。
昼
食
は
シ
ー
ラ
の
家
。
そ
の
後
、

一
家

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
。



昼
食
後
、
ナ
イ
マ
を
訪
ね
る
。
８
年
生
だ
が
、
学
校
を
休
ん

だ
ま
ま
。
彼
女
は
「父
親
が

『学
校
に
行
か
ず
に
家
の
手
伝
い

を
し
ろ
』
と
い
う
。
泣
い
て
抗
議
し
た
け
れ
ど
ダ
メ
だ

っ
た
」

と
話
す
。
古
阿
校
に
通

っ
て
い
た
ロ
ー
ヤ
と
ア
ケ
ラ
も
父
親
に

「学
校
は
も
う
い
い
」
と
言
わ
れ
、
通
学
を
断
念
し
た
。
し
か

し
、
み
ん
な
日
を
そ
ろ
え
て
「学
校
に
行
き
た
い
」
と
い
う
。

ア
ケ
ラ
は

「父
親
は
結
婚
と
い
う
け
れ
ど
結
婚
は
２５
歳
で
も

３０
歳
で
も
ぃ
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

ア
ミ
ン
の
姉
の
ナ
フ
ィ
サ
は
、
病
気
が
ち
の
母
親
を
手
伝

う
た
め
に
学
校
を
休
ん
で
い
た
。
ア
ミ
ン
と
サ
ミ
ー
ル
は
今

日
は
学
校
を
休
ん
で
山
に
放
牧
に
向
か

っ
た
。
昨
年
ま
で

一屁
っ
て
い
た
牧
童
と
賃
金
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
ま
た
子

ど
も
た
ち
が
働
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
学
校
に

行
け
な
い
子
ら
を
前
に
虚
し
さ
に
襲
わ
れ
る
が
、
勉
学
と
い

う
機
会
が
ま

っ
た
く
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
自
分

を
納
得
さ
せ
る
し
か
な
い
。

９
日
（火
〕

転
入
生
の
写
真
を
撮
る
。各
教
室
に
会
報
を
姑

り
、
日
本
の
支
援
者
か
ら
い
た
だ
い
た
サ
ツ
カ
ー
ボ
ー
ル
を

地
区
別
に
岨
る
。
ア
ミ
ン
の
家
で

昼
を
御
馳
走
に
な
っ
た
後
、
サ
フ

ダ
ル
の
家
で
、
家
族
と
話
し
合
う
。

安
井
さ
ん
の
友
人
が
や
っ
て
い
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
下
の
３
人
の
小
児
麻

痺
の
子
ど
も
た
ち
の
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。

下
の
バ
ザ
ラ
ッ
ク
に
家
を
借
り
た

ら
ど
う
か
と
提
案
。
首
都
カ
ブ
ー

ル
に
通
院
し
や
す
く
な
る
し
、
リ

ハ
ビ
リ
が
進
め
ば
、
兄
弟

へ
の
負

担
も
減
る
か
ら
だ
。

１０
日
〔水
）
公
式
訪
間
の
最
終
―〓―
。

朝
、
学
校
で
メ
ン
バ
ー

た
ち
か
ら
「カ
リ
マ
先

生
が
急
逝
し
た
」
と
問

く
。
昨
日
ま
で
元
気
で

い
た
の
に
信
じ
ら
れ

な
い
。
先
生
た
ち
も
み

な
悲
痛
な
表
情
だ
。
脳

溢

――ＩＬ
だ

っ
た
ら
し
い
。

今
日
か
ら
数
―〓―
、
学
校

も
喪
に
服
し
て
休
み

に
な
る
と
い
う
。

首
都
カ
ブ
ー
ル
に

一戻
っ
て
か
ら
、
来
年
の

大
統
領
選
に
立
候
補

予
定

の
ド
ク
タ
ー

・

ア
ブ
ド
ラ
ー
の
家
に
招
か
れ
る
。
そ
こ
で
出
会

っ
た
若
者
は

「外
国
か
ら
の
支
援
も
７５
％
は
幹
部
た
ち
の
懐
に
入
っ
て
し

ま
う
。
上
が
腐
敗
し
て
い
れ
ば
、
下
も
そ
れ
に
倣
う
。
ツこ
の
国

を
変
え
る
た
め
に
は
新
し
い
指
導
者
が
必
要
だ
」
と
訴
え

た
。
こ
の
国
に
真
の
変
革
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、

帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

圏
閥
圃
麟
圏

０
第
１０
回
総
会
・現
地
報
告
会
の
ご
案
内
と
申
し
込
み
は
が
き
を

同
封
い
た
し
ま
し
た
。
〈
フ
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
の
で
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
前
回
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
注
文
い
た
だ
き
ま
し
た
「ア
フ
ガ
二

ス
タ
ン
山
の
学
校
支
援
の
会
１０
周
年
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ツ
ズ
」
の

チ
ラ
シ
も
再
度
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
総
会
会
場
で
の
販
売
も
い
た

し
ま
す
が
、
△
フ
回
ご
注
文
の
方
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
に

入
り
の
色
と
柄
を
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
△
フ
回
の
現
地
訪
間
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
ま

し
た
ク
リ
ア
フ
ア
イ
ル
も
販
売
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ウこ
ち

ら
も
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

●
２
０
１
３
年
度
分
割
会
費
の
納
入
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
未
納
の
方
に
は
再
度
、
振
込
用
紙
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の
で

残
額
会
費
を
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
△
ム
費
の
残
額
は
封
筒

宛
名
ラ
ベ
ル
下
段
に
表
示
さ
れ
て
い
る
数
字
で
す
。

●
Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
カ
レ
ン
グ
ー
２
０
１
４
Ｐ
心
の
お
陽
さ
ま
」

（安
田
菜
津
紀
撮
影
）
の
案
内
チ
ラ
シ
と
申
し
込
み
は
が
き
を
同
封

い
た
し
ま
し
た
。
カ
レ
ン
グ
ー
は
壁
掛
け
用
１
５
０
０
円
、
卓
上
用

１
２
０
０
円
の
２
種
類
で
す
。
収
益
の
一部
は
当
会
に
協
力
金
と
し

て
還
元
さ
れ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
力

レ
ン
グ
ー
は
東
京
の
総
会
・現
地
報
告
会
と
大
阪
の
現
地
報
告
会

で
も
販
売
の
予
定
で
す
。

●
不
要
切
手
、
書
き
損
じ
は
が
き
の
ご
提
供
、
い
つ
も
大
変
助
か
っ

て
い
ま
す
。
〈
フ
回
も
会
報
送
料
の
一
部
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
会
報
を
発
送
す
る
た
び
に
宛
先
不
明
で
事
務
局
へ
の
返
送
が
あ

り
ま
す
。
住
所
変
更
の
際
は
お
手
数
で
す
が
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
日
頃
の
ご
支
援
に
感
謝
を
こ
め
て
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
２
枚
を
同
封

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

昨
年
ス
テ
キ
な
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
江
藤
セ
デ
カ

さ
ん
と
留
学
生
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
△
７
年
も
こ
れ
ま
で
の
パ
ネ
ル
展
で

使
用
し
た
写
真
の
販
売
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
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Q高 校を卒業したらどうしたいですか?

シャボナ (10年生=日 本の高校 1年
生)教 員養成学校に行って教師に
なりたいです。
マディナ (11年生)大 学に行って医者
になりたいです。
ライハナ (12年生)大 学に行って法学部か経済学部に入り
たいです。
シャーズィア (12年生)大 学に受かったら法学を学びたい
です。
ウイダー (10年生)医 者になりたいです。難しいけれど勉
強したらできると思います。

*大学のコンクール(入試)を受けて、その成績の順に行け
る大学が決まる。ほとんどの子は、兄弟や親せきを頼り、カ
ブール大学に通うことが可能。最難関はカブール大学。(パ
ンシールの)ダ シュタックにも大学があるが医学部や法学
部はない。新たな学部も増設の可能性あり。

Q10年 後何をしていると思いますか?

ライハナ 弁 護士になっていたとしたら、この国や女性の
ために働きたいです。経済学を勉強したら、ビジネスウー

マンになっているかもしれないです。お金を稼ぐことがで
きたらこの学校のために必要なものなど
を買いたいと思います。        ←
シャーズィア 弁 護士となって法
を守らない人を排除していきたい
気持ちがあります。
ウイダー 医 者になってアフガニ
スタンの人のために治療にあたり
たいです。
シャボナ ポ ーランデに戻つて来て
教師をしていたいです。
マディナ 今 ここには診療所もなく医者もいないので病
気になったらカブールにいかなくてはなりません。医者と
してここで活躍していたいです。

屯

Q大 学進学希望について、両親の反
応はどうですか?

特に何も言われていないです。

Qも しもお父さんが結婚相手を連れ
て来たらどうしますか?

勉強すると決めたのだから、今は結婚
しません。

Q結 婚したら仕事はやめたいですか?

仕事は続けたいし、続けるべきだと思います。

Q同 世代の多くは10代で結婚しているけれよ 自分は気にし
ないですか?

まわりが結婚しようと関係ないです。私は私の道を行くの
だから。(お嫁に)行き遅れることについてなぜ後悔しなけ
ればならないのですか?

Qこの回のこれからにどんな希望をもつていますか?

この国を外から見ている人は治安のことを気にしているよ
うですが、戦争時代より平和であり、タリバン政権下の時よ
り見違えるほど良くなっています。
2014年に外国軍の撤退があるので、それが事無く過ぎれば

良くなると思います。先のことはどうな
るかわからないけれど。

Qこれまでの山の学校の会の支援はど
うでしたか?

給与支援があるから、先生もここに来
られて私たちも勉強を教わることが
できました。車の支援がなかったら先
生も来られなかったと思います。ノー

トやベンなどの支援もとてもよかった
と思っています。

Q日本という回を近く感じるようになりましたか?

この支援によって近くなったと思います。

Qポ ーランデの学校で過ごした9年 間の
一番の思い出は何ですか?

山の学校の皆さんが来てくれたこ
とすべてが思い出です。
楽しかった思い出は…雪合戦、マ
ジックショー、スイカ割り、なわと
び、自分が写っている写真を探した
りしたこと。

Q山 の学校と他校の違いは何だと思いますか?

シュワイブ (10年生)他 の学校は山の学校と比べて先生
の数が足りない気がします。リセ・バザラックの友達は、先
生がいないことが多かつたと言っていましたが、山の学校
はそんなことはありませんでした。

Q違 いけれよ毎日通つていますか7

通っています。行きは1時間で降りて、帰りは2時間から2
時間半ぐらいかかります。

Q帰 つてきてから家で勉強する時間は取れていますか?

大丈夫です。

Q家 では、どんな手伝いをしていますか?

父さんと畑仕事をしたり、山に牛を
連れていったり、弟たちの面倒を見
たり。料理はしませんけれど(笑)。

Q将 来は何になりたいですか?

建築関係のエンジエアになりたいと
思っています。

Qそ のためには、どこまで勉強しなければならないのですか?

大学の試験は受けます。

Qお 父さんは彼を大学に行かせることをどう思つていますか?

父 も し、そうなったらとてもうれしいことです。

Q女 の子たちが勉強をして医者など職業を持つことをどう思
いますか?

父 私 は 52歳になりますが、私自身が就学経験もなく読み
書きもできず、いつも思い悩むことがありました。学校に通
えなかったからここで農業をしていますが、子どもたちが
勉強したいというのであれば大賛成です。自分がしてきた
ような思いは、子どもたちにはさせたくありません。
娘は眼の具合が良くなくて去年は学校を卒業できなかっ
たから、今年は復学してくれたらと思っています。

Qシ ーラは学校に戻れるといいですね。

シーラ (9年 生)太 陽の光から限
を守るためにクリーム、目薬、メガネ
が必要です。同級生は卒業してこの
春から高校に通っています。私も早
く卒業して高校へ通い、将来は医者
になりたいです。

轍静


